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令和３年７月 2 日 

 

令和３年度 第１回学校運営協議会実施報告 

 

実施日時：令和３年７月２日（金） 15:40～16:55 

実施場所：本校会議室 

学校運営協議会 

委員 出席者 （五十音順、敬称略） 

 足立委員、長田委員、塩見委員、田中委員、中山委員、春山委員 

事務局出席者 

明石（校長）、田中（教頭）、田澤（事務長）、美濃（首席）、佐藤（首席）、隼田、山下、 

松原、三森、諸井、橋本、鈴木、國府、江良（分掌長・学年主任）     合計 14 名 

議事： 

１．令和 3 年度学校経営計画に係る事項について 

２．令和４年度使用教科書選定について 

３．各分掌学年の進捗状況について 

 

◎委員 ○校長 ●事務局 

 

＜学校経営計画に係る事項について＞ 

○ 令和 3 年度学校経営計画について説明 

・進路実現をはかる学力の育成について 

・豊かな人間性と社会で生き抜く力の育成について 

・校内組織の改革と後継者の育成について 

◎ 今年度も地域の祭りが中止となりました。新型コロナの影響により学校と地域の交流が

難しい状況が続きますが頑張っていきたい。 

◎ 遅刻指導、SNS 指導は具体的にどのようにされていますか。今年度からの大職員室への

移動により先生方の変化について。働き方改革として時間外勤務縮減に向けた取り組み

について。 

● 遅刻指導については回数を増やすごとに段階的指導を行っています。 

● SNS トレーニング研修を行い、ネットいじめの未然防止、動画アップの注意、ネット依

存によるトラブルの防止等に取組んでいます。 

○ 大職員室への移動により教員間のコミュニケーションが増え横のつながりが広がりま

した。 

○ 時間外勤務については課題として認識しており、業務の兼務を防ぐように心がけていま

す。また、前月の時間外勤務時数を示すことで個人の意識変化につながるように取り組

んでいます。 

◎ 専門コース等で連携している大学は具体的にどのようなところがありますか？また、校

内組織の改革として大職員室へ移行したことによる生徒の反応はいかがですか？ 

● 具体的な連携先としては大阪成蹊大学があります。社会文化コミュニケーションコース
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では様々な人との交流をとおしてソーシャルスキルを上げることも目標としています。 

● 学年室は従来どおり設置しているため、大職員室への移行により生徒が混乱することは

ありません。 

◎ SNS のセキュリティーに関してですが、現在では個人の場所を特定するソフトもありま

す。学校としてどのような指導をされていますか。 

● 各種ソフトへの対応は正直追いつくことができていません。対策動画を視聴させること

はしているが、引き続き検討していきたいと思います。 

◎ 新型コロナの影響で難しいと思いますが、社会との連携や参画についてはどのように取

り組まれてますか。 

○ 新型コロナの影響により会えない、行けない状況であるため、Zoom 等を活用して具体

的な連携を行っていきたいと思っています。 

● 地域の方にご協力いただきミニ講座を開くなど、校外の様々な資源を活用することがこ

れからは必要と考えています。 

 

＜令和４年度使用教科書選定について＞ 

● 5 月 11 日、教育委員会議において、採択要領・選定の手引きが決定。 

6 月 10 日、教科書選定についての周知に関する説明会がオンラインにて実施。 

6 月 28 日、教育委員会議において検定教科書の調査研究結果が決定。 

6 月９日、各教科で組織的に公正な採択となるよう指示。 

6 月 15 日～7 月 8 日の期間に各教科内でカリキュラムに基づき、本校生徒の実態に即

した教科書の採択がなされる。校内で決定した教科書を 7 月 16 日に教育庁へ報告し、

8 月下旬には採択結果の通知が教育庁から本校に届く予定。 

 

＜各学年分掌から進捗状況報告について＞ 

● 各分掌学年の進捗状況 

教務部、進路指導部、生徒部、保健部、企画部、3 年生、2 年生、1 年生、共生推進教室

の取り組みに関する進捗状況を報告。 

◎ 依然と比べて、北摂つばさ高校は大変よくなっています。生徒の行動に対する一定の歯

止めとして身だしなみ指導等は必要ではないでしょうか？地域から大いに期待されて

います。 

◎ 生徒自らが考え、決定することも大事である。入学した生徒が全員卒業できることを期

待しています。学校生活がしんどくなってきた生徒への対応はどのようにされています

か。 

○ 教育相談をとおして生徒の支援を積極的に行い、必要に応じて関係機関と連携をとって

います。 

● 学習面において、1 年生では基礎学力の定着につながる取り組み（寺子屋）を行ってい

ます。 

◎ 生徒指導においては、人格を否定せず何故必要なのかを伝えて欲しいと思います。 

◎ 生徒はつばさブランドに誇りを持って欲しいと思います。 

◎ 大学でも基礎学力の低い学生への支援を行っている現状があります。 



3 

 

◎ 様々な立場から参加している委員ですので、次回の協議会においても学校から各委員に

対して聞きたいことがあれば出していただきご活用ください。 

 

＜その他、校長が必要と認める事項について＞ 

● 特にありません。 

 

＜授業その他の教育活動に係る保護者からの意見の調査審議に関する事項について＞ 

● 保護者から意見はきていないため特段報告はありません。 

 

 

校長よりお礼 

 

 

次回予定 

第 2 回 10 月下旬 午後 2 時半からを予定。 


